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研究成果の概要（和文）：園芸療法のメリットの多くは、感覚刺激により示されます。我々は、自律神経系変化（ANS
）に対する影響を調べることによって、園芸療法活動と認知症症状の緩和の関係を調査しました。心電図（ECG）測定
波長の分析（心拍数相違： HRV分析）が可能であるMem Calc/Tarawaを使用した。　園芸療法園で過ごすことで、重度
認知症者の交感神経系（SNS）が削減され、幸福感の副交感神経系（PNS）は亢進された。園での活動のメリットとして
、重度認知症者の心身の健康に対して全体的に前向きな影響が示された。
　園芸療法認知症総合ケアマップにより、認知症者に大切な現在、過去、未来予想図の活用が可能となった。

研究成果の概要（英文）：　　Many benefits of horticultural therapy were showed throw sensory stimulation. 
We decided to inspect a relaxation and cognitive impairment reduction effects of horticultural therapy 
activities by examining influence on ANS.A spectral ECG analysis (heart rate variance: HRV analysis) was 
performed using software, Mem Calc / Tarawa system (GMS, Japan), which is a non-invasive, real-time 
analysis system.
　　Results indicated that the sympathetic nervous system (SNS) during in horticultural therapy garden 
has been retracted, the parasympathetic nervous system (PNS) was confirmed to be enhanced. The benefits 
of horticultural activities in the garden have been demonstrated to overall positive effects on the 
emotional health of the severe dementia persons.
　 The making of the HT dementia general care map allowed the now, reminiscence therapy and future 
forecast map utilization that was important for a person with dementia.

研究分野：作業療法

キーワード： 園芸療法　フィトセラピー　作業療法技法　認知症　認知症予防　未来予想図　回想法
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１．研究開始当初の背景 
 園芸療法は、その活動の場に身を置いてい
るだけでも花・野菜・果樹等の園芸植物や自
然の営みがもたらす多面的な効用が期待で
きる。そのため、多様な高齢者疾患の知識や
園芸技術を修得している専門家の指導のも
とで園芸療法を実施することにより、認知症
の医療・介護においても効果の確実性と安全
性が高まることは確実である。さらに、関係
する医療・介護・福祉の経費節減にも寄与で
きることを立証できるはずである。 
 
２．研究の目的 
これまでの研究で、園芸療法の対象のみで
はなく関わる全ての国民の心身の健康を考
慮する園芸療法臨床実践マニュアル作成を
通じ、高齢者の医療・福祉関係経費を無理な
く節減するための導入・実践マニュアルとそ
れの伴うマッピングを完成させた。 
 園芸療法の非薬物療法としての貢献の可
能性を検討するにあたり、すでに英国で最も
医療・介護コストを必要とする疾患となって
いる認知症を避けて通ることはできない 
 生活習慣病や認知症などの高齢者の疾患
や老化に伴う障がいには、身体機能低下だけ
でなく将来や老いへの不安や負の感情、時に
は恐怖心を与える材料となる複合的な症状
が伴うことも少なくない。中でも認知症は、
治療 
や看護・介護が長期にわたることが予想され
るため、不安を感じている国民は多い。 
 認知症のリハビリテーションおよび介護
には、脳機能的効果への期待に加えて、認知
症者だけでなく関わる全ての人々に好影響
を与える技法が必要である。そこで、関わる
全ての人々がそれぞれの感性で癒され、その
環境下にいるだけでも安らぎを感じること
も可能な園芸療法を、認知症症状の維持・改
善・予防に有効活用することを提案したい。 
 本研究では園芸療法の認知症に対する多
面的な効用に焦点を絞り、作業療法の手法に
基づいた園芸療法がもたらす脳機能，自律神
経機能に関するエビデンス構築と、「園芸療
法認知症総合ケアマップ」の作成を目指す。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、2 つの研究の柱を念頭において
実施する。 
 「研究Ⅰ：認知症患者およびその予備軍の
高齢者に対する脳機能評価や自律神経測定」
では、園芸療法の有効 
性を明らかすることを目的として、2 点式簡
易脳波測定装置（アルファテックⅣ，株式会
社日本脳力開発）と光イメージング脳機能測
定装置（Spectratech OEG-16，株式会社スペ
クトラテック）の簡易測定タイプの機器およ 
び自律神経（ANS）分析スペクトル解析法
(MemCalc)による自律神経測定を有効活用し
てエビデンスを蓄積する。 
 「研究Ⅱ：実用性の高い「園芸療法認知症

総合ケアマップ」の作成」では、多面的な効
用のマッピングにより、全ての関係者の心理
的幸福感を維持・向上させることを通して、
医療・介護・福祉の総合的な経費節減効果の 
理解も深める技術の可視化に取り組む。 
 研究の流れとしては、臨床での測定を念頭
に置いたエビデンスの蓄積と、認知症に対す
る園芸療法の多面的な効用の有効活用に関
するマッピング作成研究を並行して実施す
る予定である。 
 健常者に対する園芸療法の有効性に関す
るエビデンスの蓄積のための研究は、認知症
を専門分野とする作業療法士（OT）と身体障
害を含む老年期を専門分野とする作業療法
士が研究代表者と協力して遂行する。具体的
には、園芸療法実践またはロールプレイ前後
の脳機能評価や自律神経測定により、園芸療
法の認知症の非薬物療法としてのエビデン
スの蓄積を開始したい。脳機能評価としては、
現在有している2点式簡易脳波測定装置によ
る脳波測定を開始し、光イメージング脳機能
測定装置が入手でき次第、脳血流量の変化も
測定する。自律神経測定は、現在研究協力者
が有している分析スペクトル解析法
(MemCalc)を活用し、活動前後の副交感神経
の優先程度を測定する。 
 同時進行を目標として、研究代表者は実用
性の高い「園芸療法認知症総合ケアマップ」
の作成のための国内学会参加，認知症関係の
臨床視察および情報収集を開始し、視覚に訴
えることでき実用性が高いマップの作成方
法を決定する。 
 
４．研究成果 
これまでの研究により、園芸療法の実施環
境は、その対象者への効用だけでなく関わる
全ての国民への心身への効用が期待できる
ことを示してきた。その結果として、幸福度
を軽減させることなく増加の一途をたどる
高齢者医療・福祉経費の軽減に寄与すること
をマニュアル化した。 
 その後の研究により、広義の園芸療法の技
法でもあるアロマテラピーで使用する天然
植物抽出アロマの良好な嗅覚刺激が、良好な
自律神経変化をもたらす可能性を公表した
（24 年度人間・植物関係学会）。また、その
ような嗅覚の刺激は、脳内で刺激が伝わる嗅
覚野が記憶を司る海馬周辺に位置すること
もあり、認知症予防との関連性が検討されて
いる。そこで、これまでほとんど研究が進ん
でいない進行したアルツハイマー病患に対
する園芸療法の実施環境の提供及び、ベッド
サイドでも使用可能なハンドアロママッサ
ージによる自律神経変化を確認するための
研究を開始した。 
 アルツハイマー型認知症など高齢者の認
知機能の低下が進行すると、多くの場合身体
的機能の低下も伴うため、園芸療法の技法の
選択の余地が狭くなる。そこで、車いす座位
も含めた園芸療法ガーデンへの散歩や臥位



のまま実施できるベッドサイドにおけるハ
ンドアロマトリートメントにおける自律神
経変化を確認したところ、環境の変化や互換
の刺激およびアロマの嗅覚刺激及びハンド
アロマトリートメントにおける快刺激が、中
等度または重度のアルツハイマー型認知症
者に対しても良好な刺激を与えることが示
された。 
 さらに、高気圧酸素ボックスにおけるアロ
マの併用効果も確認し、高気圧状況のみでも
自律神経系は良好に保たれていたが、併用す
ることで更に効果が向上することが示され
た。また、ハンドアロマトリートメントでは、
認知症の対象者だけでなく施術者にも心理
的好影響を与えることが確認された（25年度
人間・植物関係学会，日本園芸療法学会）。 
26 年度の研究成果として、地域における認
知症介護技術としての介護園芸療法の視点
をマッピング及び可視化した。 
(1)介護園芸療法の技法の豊かさを生かす 
 介護園芸療法は，いわゆる「園芸」という
言葉を専門的かつ狭義に捉えてしまうと，本
来の人間と植物の関係学の学際的で幅広い
可能性を制限することになる．そこで，園芸
を植物全体や視覚，嗅覚，触覚などで自然と
親しむなどの行為や作業と捉えると，技法の
種類は無限に広がり，多様な認知症の症状や
対象者個々のナラティブの特徴にも対応で
きる技法を選択することが容易となる．ベッ
ドや車いすからの移動が困難な対象者には，
植物の抽出液であるアロマオイルを活用し
たアロマトリートメントは，土を活用するこ
とが園芸であると決めつけている場合は適
用困難なベッドサイドなどでの施術・活動が
可能である． 
(2)農耕作業や農作物の特徴と育てる行為の
価値と魅力を，1）今の情動の安定，2）未来
予想図の安全な材料，3）安全性の高い回想
法の材料とする 
 他のアプローチや療法と同様に，対象者自
身および所属する施設，病院などとの契約や
申し合わせと，事前の綿密なカルテ，ケアプ
ラン，面談などによるナラティブの把握など
が必要であるが，介護園芸療法で実践する未
来予想や過去への回想は安全性が高く意識
して活用すべきである． 
(3)最新の薬物療法の可能性などの新技術の
取り入れと組み合わせ 
 そもそも人間と植物の関係を考慮した医
療・保健・福祉の取り組みは，他の技術との
連携の可能性が高い．新規根本治療剤の開発
は困難を極めているが，既存薬剤の認知症へ
の適用の可能性は高く，相当の効果が期待さ
れている．一方で，浦上教授（鳥取大医）推

奨のブレンドアロマオイルの中核症状への
効用の可能性やワシントン大学が中心とな
っている DIAN 研究（Dominantly Inherited 
Alzheimer’s Network）で暴力・暴言等に有
効とされる「やさしく触れるケア」などの最
新の報告も導入が可能である．さらに，社会
福祉法人莞爾会を中心とした研究チームが
見出した高気圧酸素ボックスの効果や，タブ
レット端末を活用した楽しく確実に状況把
握ができやすいやさしい IT 技術の活用など
も，介護園芸療法に応用すべきであろう． 
(4)研究者と地域の専門職員及び介護者とし
ての家族がともに歩み学ぶ環境づくりの一
翼を，介護園芸療法が担うための環境設定，
情報収集やインフォームドコンセントの締
結などの事前準備を怠らない． 
 
 以下に、本研究成果である園芸療法を活用
した、認知症者の現在の情動、過去の安全な
回想法および未来予想図に関する模式図を
掲載する。このような観点から認知症者に対
処することで、介護者でもある家族や介護専
門職員にも精神的好影響が期待でき、結果と
して行政の経費節減にもつながることが示
された。 

 
認知症の人，介護者の家族，専門職員が活用できる時間

の概念 
 

認知症ステージ別の園芸技法適用例

予備軍（予防）

MCI

初期認知症害

中等度認知障害 ベッドサイド

重度認知障害

クラフト系活動（簡易～ハイレベルの技術）

収穫・採取後の料理など利用系活動

屋外散歩，自然・植物観賞などの周辺活動

軽負荷の栽培活動

本格的な栽培活動

ハンドアロマトリートメント他アロマケア，皮膚ケア

 
認知症の人，介護者の家族，専門職員が活用できる時間の概念

「大切な今の情動」への効用
・ファーストコンタクト時の会話力向上，多様な
アプローチ技術良いところどり（組合せ）可能
・ﾊﾞﾘﾃﾞｰｼｮﾝ療法, ﾕﾏﾆﾁｭｰﾄﾞ，ﾀｯﾁ療法，ﾀｸﾃｨｰ
ﾙｹｱ等と同様の観点・効用の良いところどり（組
合せ）可能
・穏やかな五感からの知覚刺激が多様
・役割，存在価値および尊厳の再構築のきっか
け作りが容易
⇒ADL, QOLの維持向上が期待

安心多様な回想の可能性 ‘育てる’未来予想図の作成

時系列ごとの特徴の有効活用 認知症タイプ分け，
楽しいタブレット簡易
検査，小児発達学，
保育学，臨床心理
学

基礎ケア
・管理栄養学，水
分管理
・運動学，
・生活,排せつ,睡
眠,社会福祉学

最新医療技術，
情報（薬物,非薬
物療法など）

特殊技法（高気
圧酸素療法,ｱﾛ
ﾏ,ｺｺﾅﾂｵｲﾙ）
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認知症者への人間・植物（自然）関係学の視点 
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massage included in horticultural therapy 
on autonomic nervous system against the 
elderly person. IPA2013 in Seoul. Seoul・
Koria．2013年 10月 1-4日 
 
⑨小浦誠吾・池田明子・長尾和穂・増田憲一・
稲垣智祐・東健太郎．ハンドアロママッサー
ジ施術時の学生の主観的・客観的情動の変化．
－重度認知症者およびターミラル時のベッ
ドサイドケアの可能性の検討―．人間・植物
関係学会平成 25 年度大会．筑紫野女子高等
学校（福岡県・筑紫野市）．2013年 6月 15-16
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今の情動が大切！
@笑顔，社会性発揮
@自然で多様な知覚刺激
@役割獲得で前向き変化
⇒ADL, QOLの維持向上が
期待できる

安心，安全な園芸回
想法の活用（多様な回
想の可能性）

身近な育てる作業行為の未
来予想図の作成と活用（栽
培プラン作成のみ）

加えて
収穫作物から
の回想

園芸作業から
の回想

農耕用具か
らの回想

料理，加工と振
舞う作業行為
からの回想

野菜，花，果
物，お米

種まき，移植，
収穫

移植ゴテ，鍬，
支柱，マルチな
ど

食べる，味噌や
浅漬け作り，ﾊｰ
ﾌﾞティーの振舞
いなど

海で，山で，川
で育ち遊んだ長
期記憶

花卉，葉物野
菜短期栽培プ
ラン

永年性果樹長
期栽培プラン

果菜類中期
栽培プラン

ﾄﾏﾄ，ｷｭｳ
ﾘ・・・

ﾐｶﾝ，ﾄﾛﾋﾟｶ
ﾙﾌﾙｰﾂ・

朝顔，ﾋﾏ
ﾜﾘ，ﾚﾀ
ｽ・・・

ﾊﾞｼﾞﾙ，
ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ，
ﾈｷﾞ

見当識,ﾊﾞﾘﾃﾞｰｼｮﾝ
療法, ﾕﾏﾆﾁｭｰﾄﾞ，
ﾀｯﾁ療法，ﾀｸﾃｨｰﾙ
ｹｱ等と同様の観
点・効用

自然と親しんだ経
験の無理のない回
想

ｽﾌﾟﾗｳﾄ（ﾓﾔｼ）
栽培プラン

ﾊｰﾌﾞ短期，中
期栽培プラン

ｶｲﾜﾚ，ﾓﾔ
ｼ，ﾌﾞﾛｯｺ
ﾘｰ  



⑩押川武志，小浦誠吾，森本日良雄，西川千
恵子．行動範囲の拡大により行動障害が減少
した一症例．－車椅子シーティングを中心と
したアプローチ－．第 14 回日本認知症ケア
学会大会プログラム・抄録集．Vol.12-1．192．
福岡国際会議場（福岡県・福岡市）．2013年
6月 1-2日． 
 
⑪小浦誠吾．重度アルツハイマー型認知症者
の園芸療法における知覚刺激が自律神経系
に及ぼす影響．日本園芸療法学会誌．
Vol.5-Annex.38-39.じゅろくプラザ（岐阜
県・岐阜市）．2012年 10月 20-21日． 
 
⑫S. Koura, H. Migita, T. Oshikawa, K. 
Higashi and T. Inagaki. Effects on 
relaxation and cognitive impairment of 
natural plant aroma oil under the high 
atmospheric pressure environment. GHC 
2012. 11-14. Singapore. 2012年 9月 15-19
日 
 
⑬小浦誠吾・池田明子．ハンドアロママッサ
ージの認知症者・障がい者の終末期ケアへの
応用―ベッドサイドと情動変化が低下した
対象者への適応研究―．第 21 回日本ホスピ
ス・在宅ケア研究会全国大会 in 長崎．長崎
ブリックホール（長崎県・長崎市）2012 年 7
月 6-7 日． 
 
⑭小浦誠吾・右田平八・押川武志・長尾和穂・
増田憲一・稲垣智祐・東健太郎．アロマオイ
ルの嗅覚刺激と高気圧環境下の自律神経系
作用が末梢循環と脳神経代謝に及ぼす影響．
～非薬物療法による認知障害に関する考察
～．人間・植物関係学会平成 24 年度大会．
兵庫県中央労働センター（兵庫県・神戸市）．
2012 年 6月 23-24 日． 
 
⑮江口奈央,小浦誠吾,江口喜久雄．重度のア
ルツハイマー型認知症者の作業別遂行機能
障害の特徴についての検討．全国作業療法士
会 第 46 回大会 シーガイヤコンベンショ
ンホール（宮崎県・宮崎市）．2012 年 6月 22-24
日． 
 
⑯押川武志,小浦誠吾,小川敬之．車いすシー
ティングにおけるズレ度と安楽座位との関
係．―健常学生による研究―．全国作業療法
士会 第 46 回大会 シーガイヤコンベンシ
ョンホール（宮崎県・宮崎市）．2012 年 6 月
22-24 日． 
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